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将来見通しに関する注意事項将来見通しに関する注意事項

 本資料において提供される情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。その情報は、現時点におい

て入手可能な情報から予測した見込み、リスクを伴う想定、実質的に異なる結果を招き得る不確

実性に基づくものです。

 それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利や為替レートの変動といっ

た一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

リスクや不確実性は、特に既存および開発中の製品に関連した見通し情報に存在します。それらに

は、臨床試験の完了ならびに中止、規制当局からの承認取得、製品の安全性ならびに効果に関す

るクレームや懸念の発生、技術の進歩、重大な訴訟における不利な判決、国内外各国の保健関連

制度の改革や法規制などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。

また、既存製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす能力を欠く状

況、原材料の入手困難、他社との競合などが含まれますが、これらに限定されるものではありませ

ん。

 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい

場合であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。

 本資料には、医薬品（開発中の製品を含む）に関する情報が含まれておりますが、その内容は宣伝

広告、医学的アドバイスを目的としているものではありません。
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平成22年度 第3四半期決算の概要平成22年度 第3四半期決算の概要



3

経営成績経営成績

平成22年度 第3四半期決算

（単位：億円）

注： 決算期の変更により、 22年4-12月実績は、米国子会社について、22年1月～12月の12ヵ月分を計上
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財政状態およびキャッシュ・フローの状況財政状態およびキャッシュ・フローの状況 （連結）（連結）

平成22年度 第3四半期決算
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主要製品売上高主要製品売上高 （連結）（連結）

平成22年度 第3四半期決算
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平成22年度 第3四半期決算

（単位：億円）
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米国事業の業績米国事業の業績
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平成22年度 第3四半期決算

＜第3四半期の状況＞

一部製品の品質問題による返品の発生、送品の遅延、およびリコール費用の発生

第3四半期での特別損失の計上

販売中止品目についての無形資産の減損：42億円

事業構造改善費用：8億円

リコール費用：3億円
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平成22年度 業績予測平成22年度 業績予測
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平成平成2222年度年度 業績予測業績予測

平成22年度 業績予測

（単位：億円）

注： 決算期の変更により、 米国子会社について、22年1月～23年3月の15ヵ月分を計上

386

505

524

2,785

21年度
実績

300

515

540

2,830

22年度
予測

△86 △22.3当 期 純 利 益

101.9経 常 利 益

163.0営 業 利 益

451.6売 上 高

増 減対 前年
UP率(%)＜ 連 結 ＞



10

（単位：百万ドル）米国事業の米国事業の業績予想の修正および業績予想の修正および取り組み取り組み
22年度

従来予測
22年度

修正予測
修正額

売上高 395
（339億円）

382
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△13
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一般管理費
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（281億円）
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△3
（△2億円）

営業利益 △15
（△13億円）

△24
（△21億円）

△9
（△8億円）

平成22年度 業績予測

11
（11億円）
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（△32億円）
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（210億円）

22年度上期
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（*：22年1～9月の9ヵ月分）
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（L 120億円）特別損失 L 72
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＜下期の取り組み＞

 当面の事業運営において、さらなる効率的・安定的な運営に向けた以下の取り組みを実施中

 4月からの新体制を目指し、New Jerseyへの集約を実施（Atlanta:物流拠点を除き6月に閉鎖予定）

 製造における品質改善のため、日米間での協働体制を整備、日本からエキスパートを派遣して対応中

 開発パイプラインの意思決定にかかる日米のガバナンスを一本化

 販売ポートフォリオの改善に向けて、積極的にライセンス活動を継続

下期での特別損失の見込み額

 販売中止品目についての無形資産の減損：42億円

 事業構造改善費用：14億円

 リコール費用：3億円
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パイプラインの状況パイプラインの状況
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開発品の進展開発品の進展 （第（第22四半期決算発表時以降）四半期決算発表時以降）

新発売

 KAPVAYTM （クロニジン塩酸塩、選択的α2受容体アゴニスト、経口）：

注意欠陥多動性障害（ADHD）（小児）

米国：発売 2011年1月

単剤投与に加えて、既存の中枢神経刺激薬との併用投与も可能な、

唯一のADHD治療薬

フェーズの進展

 S-888711 （低分子TPOミメティク、経口）：血小板減少症

日本：フェーズIIa

 S-488410 （ペプチドがんワクチン、注射）：食道がん

日本：フェーズI/II

パイプライン
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パイプライン

ライセンス契約ライセンス契約

 眼科領域における治療用ペプチドワクチン

 オンコセラピー・サイエンス社より導入

 全世界における独占的な開発・製造・販売権を取得

 加齢黄斑変性症をはじめとした網膜の血管増殖性病変に起因する疾患が対象

 免疫系を活性化することにより、破れやすい新生血管を形成する血管内皮細胞を

特異的に消滅させ、網膜における血管増殖性病変を改善させる効果が期待される

 NF-κBデコイオリゴ（アトピー性皮膚炎治療薬）

 アンジェスMG社と契約

 共同開発および全世界において独占的に販売する権利を取得

 アトピー性皮膚炎をはじめとする皮膚疾患を対象とした核酸医薬

 炎症に関わる遺伝子発現制御因子であるNF-κBが結合すべき遺伝子の転写調

節領域に、デコイオリゴがNF-κBに成りすまして結合することで、炎症に関連する

種々の遺伝子発現を阻害する新しいタイプの治療薬となる可能性をもつ
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パイプラインの状況 （2011年1月時点）

フィニバックス®（用法・用量追加、重症感染症） 日本: 申請中 2010年3月

S-811717（がん疼痛） 日本: 申請中 2010年9月

S-297995（オピオイド副作用緩和）

フィニバックス®（細菌感染症、小児） 日本: Phase III  

ラピアクタ®（インフルエンザ感染症、小児） 日本: 承認 2010年10月

S-2367（肥満症）

サインバルタ®（糖尿病性神経因性疼痛） 日本: 申請中 2009年9月

S-474474（高血圧症） 日本: Phase III 

MS

感染症

疼痛

S-234462（肥満症） 米国: Phase I   

S-707106（2型糖尿病） 米国: Phase IIa  

S-349572/S-265744/S-247303（HIV感染症） グローバル: Phase III

米国: Phase II

日本: Phase II

米国: Phase IIa

日本: Phase I

Phase I Phase II Phase III 申請 承認

S-265744 LAP 持続性注射剤（HIV感染症） 米国: Phase I

LAP: Long acting parenteral formulation

ADX415（高血圧症） 米国: Phase II 準備中
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パイプラインの状況 （2011年1月時点）

S-0373（脊髄小脳変性症） 日本: Phase II

S-3013（急性冠症候群） 欧米: Phase III

PSD502（早漏） 欧米: Phase III

Ospemifene（閉経後膣萎縮症） 米国: Phase III

CUVPOSATM（流涎症） 米国: 承認 2010年7月

KAPVAYTM（注意欠陥多動性障害） 米国: 承認 2010年9月、発売 2011年1月

ドリペネム（呼吸器感染症） 米国: 申請中

S-222611（悪性腫瘍） 欧州: Phase Ib

＜導出品＞＜導出品＞

婦人科

小児

その他

S-555739（アレルギー性鼻炎） 日本: Phase IIa

欧州: Proof of Mechanism

S-288310（ペプチドがんワクチン、膀胱がん） 日本: Phase I/II

S-888711（血小板減少症）
欧米: Phase II

日本: Phase IIa

S-524101（ダニ抗原によるアレルギー性鼻炎） 日本: Phase I 準備中

Phase I Phase II Phase III 申請 承認

S-488410（ペプチドがんワクチン、食道がん） 日本: Phase I/II
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